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１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）12
月
２
日
、

北
ア
フ
リ
カ
の
モ
ロ
ッ
コ
王
国
の
古
都
マ

ラ
ケ
シ
ュ
で
開
催
さ
れ
た
第
23
回
世
界
遺

産
委
員
会
で「
日
光
の
社
寺
」の
世
界
遺
産

登
録
が
決
定
さ
れ
、
同
月
４
日
に
世
界
遺

産
一
覧
表
へ
の
記
載
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
登
録
か
ら
20
年
の
記
念
す
べ
き
年

で
す
。
こ
の
節
目
に
改
め
て
世
界
遺
産
と

し
て
の
日
光
の
社
寺
の
意
義
と
未
来
に
伝

え
る
た
め
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

「
日
光
の
社
寺
」の
あ
ら
ま
し

　
「
日
光
の
社
寺
」は
、
二
荒
山
神
社
・
東

照
宮
・
輪
王
寺
の
江
戸
時
代
か
ら
残
さ
れ

た
多
く
の
建
造
物
群
と
、
鎌
倉
時
代
に
さ

か
の
ぼ
る
も
の
を
含
む
杉
木
立
に
囲
ま
れ

た
境
内
地
か
ら
成
り
ま
す
。
弥
生
祭
や
千

人
行
列
、
強ご
う
は
ん
し
き

飯
式
な
ど
社
寺
に
伝
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
祭
礼
行
事
も
世
界
遺
産
に
深
く

関
わ
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
心
と
な
る
の
は
、
東
照
宮
陽
明
門
に

代
表
さ
れ
る
文
化
財
建
造
物
で
、
国
宝
９

件
、
重
要
文
化
財
94
件
の
計
１
０
３
件
に

及
び
ま
す
。
そ
し
て
、
約
50

ヘ
ク
タ
ー
ル

の
境
内
地
は
「
日に
っ
こ
う
さ
ん
な
い

光
山
内
」
と
し
て
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
世
界
遺
産
な
の
か

　
人
類
全
体
の
遺
産
を
保
護
・
保
存
す
る

た
め
、
国
際
的
な
協
力
を
す
る
こ
と
を
目

的
に
１
９
７
２
年（
昭
和
47
年
）に
ユ
ネ
ス

コ
総
会
で「
世
界
遺
産
条
約
」が
採
択
さ

れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
世
界
遺
産
一
覧
表

に
記
載
さ
れ
た
遺
跡
や
景
観
な
ら
び
に
自

然
が「
世
界
遺
産
」で
す
。
本
年
７
月
時
点

で
１
９
３
の
国
と
地
域
が
こ
の
条
約
に
加

盟
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
加
盟
は
１
９
９
２
年（
平
成
４

年
）で
、
こ
の
時
に
、
今
後
の
世
界
遺
産

の
候
補
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
世

界
遺
産
は
事
前
に
そ
の
候
補
を
示
さ
な
け

れ
ば
審
議
さ
れ
な
い
」
と
い
う
決
ま
り
が

あ
る
た
め
で
、「
日
光
の
社
寺
」は
こ
の
日

本
最
初
の
暫
定
一
覧
表
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た（
表
）。

　
候
補
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
明
確
な
テ
ー
マ

が
あ
り
、
そ
れ
は
世
界
で
唯
一
の
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
光
は
、
法
隆

寺（
寺
院
）、
厳

い
つ
く
し
ま島
神
社（
神
社
）と
並
び
、

日
本
を
代
表
す
る
宗
教
建
築
物
で
あ
り
、

神
仏
習
合
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
か

ら
候
補
に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

神
仏
習
合
の
歴
史
を
遺の
こ
す
日
光

　
「
神
仏
習
合
」は
神
仏
混こ
ん
こ
う淆
と
も
言
い
、

日
本
古
来
の
神し
ん
と
う道
と
６
世
紀
に
伝
わ
っ
た

イ
ン
ド
に
起
源
を
も
つ
仏
教
を
区
別
せ

ず
、
一
体
の
も
の
と
し
て
信
仰
す
る
こ
と

で
、
江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
で
は
ご
く
普

通
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
姿
が
大
き
く
変

わ
っ
た
の
は
、
明
治
新
政
府
が
１
８
６
８

年（
慶
応
４
年
）に
発
し
た
神
仏
分
離
令
に

よ
り
ま
す
。
新
政
府
は
江
戸
幕
府
に
代
わ

る
天
皇
中
心
の
国
家
を
築
く
た
め
神
道
を

国
教
と
し
、
仏
教
と
分
離
す
る
政
策
を
進

め
ま
す
。
こ
れ
は
同
時
に
仏
教
を
退
け
る

遺　産　名 種別 登録 主　　題
１ 白神山地 自然 1993 生態系
２ 屋久島 自然 1993 生態系/自然景観
３ 法隆寺地域の仏教建造物 文化 1993 宗教建築
４ 姫路城 文化 1993 城郭
５ 古都京都の文化財（京都市・宇治市・大津市）文化 1994 歴史都市
６ 白川郷・五箇山の合掌造り集落 文化 1995 農村
７ 厳島神社 文化 1996 宗教建築
８ 古都奈良の文化財 文化 1998 歴史都市
９ 日光の社寺 文化 1999 宗教建築
10 琉球王国のグスク及び関連遺産群 文化 2000 城郭
11 古都鎌倉の寺院・神社ほか 文化 歴史都市
12 彦根城 文化 城郭

表：世界遺産条約加盟時の世界遺産暫定一覧表

神仏習合の名残を今に伝える
東照宮表参道の石鳥居と五重塔

世界遺産登録から

２０周年を迎えます
くわしくは　文化財課　☎２５- ３２００

「日光の社寺」は
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廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
の
運
動
に
つ
な
が
り
、
多
く
の

寺
院
と
仏
像
の
破
壊
が
起
こ
り
ま
す
。
日

光
で
の
神
仏
分
離
令
は
１
８
７
１
年（
明

治
４
年
）に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
社
寺

関
係
者
に
よ
る
政
府
へ
の
強
い
働
き
か
け

に
よ
り
、
二
荒
山
神
社
の
隣
に
建
っ
て
い

た
三
仏
堂
を
中
心
に
輪
王
寺
の
一
部
施
設

が
移
転
し
た
程
度
で
済
み
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
間
、
戊ぼ
し
ん辰
戦
争（
１
８
６
８
年

～
１
８
６
９
年
）の
戦
火
が
日
光
に
及
ば

ぬ
よ
う
旧
幕
府
軍
の
大お
お
と
り
け
い
す
け

鳥
圭
介
ら
が
六
方

沢
越
え
で
栗
山
へ
の
撤
退
を
決
断
し
た
の

は
有
名
な
話
で
す
。

保
存
修
理
の
は
じ
ま
り

　
神
仏
分
離
令
に
よ
る
大
き
な
破
壊
は
免

れ
た
も
の
の
、
社
寺
の
建
物
や
環
境
は
荒

れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
初
代
将
軍
家

康（
東
照
宮
）や
三
代
将
軍
家
光（
大た
い
ゆ
う
い
ん

猷
院
）

の
墓
所
と
し
て
の
輝
き
を
保
つ
た
め
に
定

期
的
に
行
わ
れ
て
き
た
修
理
が
、
幕
府
の

消
滅
に
よ
っ
て
途
絶
え
た
た
め
で
す
。
明

治
新
政
府
に
は
こ
れ
を
維
持
し
て
い
く
財

力
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
現
状
を
救
う
た
め
、
県
内
の
人
々

が
募
金
活
動
を
始
め
ま
す
。
日
光
山
内
の

社
殿
と
名
勝
を
永
世
に
保
存
す
る
こ
と
を

目
的
に
１
８
７
９
年（
明
治
12
年
）、「
保ほ

晃こ
う
か
い会
」が
現
鹿
沼
市
出
身
の
安
あ
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ
ん
し
ろ
う

生
順
四
郎

を
発
起
人
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
は
や
が
て
全
国
に
広
が
っ
て
い

き
、
集
め
た
資
金
を
基
に
本
格
的
な
建
造

物
修
理
を
行
う
た
め
１
８
９
９
年（
明
治

32
年
）、
社
寺
大
修
繕
事
務
所
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
の「
公
益
財
団

法
人

日
光
社
寺
文
化
財
保
存
会
」に
引
き

継
が
れ
、
修
理
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在「
平
成
の
大
修
理
」と
呼
ば
れ
る
、
東

照
宮
陽
明
門
、
輪
王
寺
本
堂（
三
仏
堂
）、

二
荒
山
神
社
本
殿
・
拝
殿
と
い
っ
た
社
寺

の
主
要
建
造
物
の
修
理
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
１
９
５
０
年（
昭

和
25
年
）に
始
ま
っ
た
国
の
長
期
に
わ
た

る
修
理
事
業
の
一
環
で
あ
り
、
今
後
も
継

続
的
に
続
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

世
界
遺
産
を
守
る

　
こ
の
よ
う
に
、
日
光
の
社
寺
は
多
く
の

人
々
の
努
力
に
よ
り
、
現
在
ま
で
そ
の
姿

を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
歴
史
を
ふ
り
返
れ
ば
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
世
界
遺
産
は
登
録
が
終
点
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
登
録
後
も
定
期
的
に
保

全
状
況
を
ユ
ネ
ス
コ
本
部
に
報
告
す
る
必

要
が
あ
り
、
状
態
が
悪
け
れ
ば
登
録
を
取

り
消
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
始
め
に
述
べ
た
よ
う
に
世
界
遺
産
と
し

て
の
日
光
の
社
寺
の
評
価
は
、
建
造
物
群

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
取
り
ま
く
境
内
地

の
自
然
も
含
ま
れ
ま
す
。
市
は
そ
の
環
境

の
変
化
を
計
測
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
作
業

を
20
年
間
続
け
て
お
り
、２
０
０
８
年（
平

成
20
年
）か
ら
は
「
日
光
ユ
ネ
ス
コ
協
会
」

の
協
力
を
得
て
、
大
気
汚
染
の
原
因
物
質

の
調
査
を
年
３
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
観

光
客
が
増
加
す
る
夏
休
み
中
の
調
査
に
は

市
内
の
高
校
生
も
参
加
し
、
世
界
遺
産
に

身
近
に
接
す
る
こ
と
で
、「
世
界
の
宝
」を

未
来
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

第
６
回　
世
界
遺
産
サ
ミ
ッ
ト

　
11
月
21
日（
木
）・
22
日（
金
）に
登
録

20
周
年
を
記
念
し
て
世
界
遺
産
サ
ミ
ッ

ト
が
日
光
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
２
日
目
の
サ
ミ
ッ
ト
会
議
に
お
い
て
、

日
光
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
に
参
加
し
た
日
光
明
峰
高
校
の
生

徒
た
ち
に
よ
る
事
例
発
表
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
関
連
行
事
と
し
て
次
の
と
お

り
写
真
展
・
絵
画
展
を
行
い
ま
す
。

写
真
展「
写
真
で
見
る「
日
光
の
社
寺
」

の
保
存
修
理
」

◎
市
役
所
本
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー

　
11
月
7
日（
木
）ま
で

◎
日
光
地
域
文
化
祭（
日
光
総
合
会
館
）

　
11
月
9
日（
土
）・
10
日（
日
）

◎
日
光
そ
ば
ま
つ
り
会
場

　
11
月
15
日（
金
）～
17
日（
日
）

◎
日
光
街
道
ニ
コ
ニ
コ
本
陣

　
11
月
18
日（
月
）～
24
日（
日
）

日
光
ユ
ネ
ス
コ
協
会
絵
画
・
写
真
展　

「
絵
で
伝
え
よ
う
私
の
町
の
宝
物
」

◎
輪
王
寺
「
紫
雲
閣
」

　
11
月
16
日（
土
）～
19
日（
火
）

◎
日
光
街
道
ニ
コ
ニ
コ
本
陣

　
11
月
20
日（
水
）～
24
日（
日
）

二荒山神社（左）とかつての
三仏堂（右）「日光山志」より

修復作業中の輪王寺三仏堂
写真提供：公益財団法人日光
社寺文化財保存会

市内の高校生たちによる大気
汚染原因物質調査
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